
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通潤橋（つうじゅんきょう ）熊本県上益城郡山都町 

令和 5年 9月 25日、橋などの土木構造物として全国初の国宝に指定されている 
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河川愛護月間をかえりみて 
 

国土交通省水管理・国土保全局治水課 

 

 

 国土交通省では、昭和４９年から毎年７月を

「河川愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施

しています。 

 月間制定から５０周年となる本年度において

も、「せせらぎに ぼくも魚も すきとおる」を

推進標語として、国土交通省、都道府県、市町

村が主体となり、全国各地でポスター、チラシ

等による広報活動を行うとともに、地域住民、

河川愛護団体、関係行政機関等の協力を得て、

河川のクリーン作戦、水生生物調査等、多様な

活動が実施され、多数の方に参加いただきまし

た。 

 月間中に行われた行事等の成果を踏まえ、今

後も地域住民、市民団体等と協力した流域全体

 

の良好な河川環境の保全・再生への取り組みを

積極的に推進することで、年間を通して国民の

河川愛護意識の醸成に努めてまいりたいと考え

ております。 

 また、これらの活動に加え河川愛護月間推進

特別事業として、「川遊び～川での思い出・川へ

の思い～」をテーマに絵と文章を組み合わせて

描いた絵手紙の募集を１０月１１日（金）まで

行っており、関係機関誌等を通じ広く募集活動

を行っております。 

 募集の詳細については、国土交通省水管理・

国土保全局ホームページ中『河川愛護月間』

（http://www.mlit.go.jp/river/aigo/index.html） 

ページをご覧ください。

 

 

 

安全講習会 安全点検 

河川敷清掃 川遊び 
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令和６年度「森と湖に親しむ旬間」実施状況 
 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 流水管理室 

 

 

農林水産省、国土交通省、独立行政法人水資

源機構、都道府県、市町村は、人々に森や湖に

親しむ機会を提供することにより、心身をリフ

レッシュし、明日への活力を養っていただくと

ともに、そうした機会を通して森林やダム湖の

もっている自然豊かな空間や社会生活に果たし

ている役割などを理解していただくことを目的

として、毎年 7 月 21 日から 31 日までを「森と

湖に親しむ旬間」として定めています。 

今年も全国各地のダムやその周辺の森林を会

場として、森や湖について理解を深めることが

できる様々なイベントが開催されました。 

 以下にいくつかのダムにおける今年度の実施

状況を紹介します。 

 

○ ダム見学・湖面巡視体験 

北海道にある豊平峡ダムでは、ダムの役割・

重要性を知っていただくために、「豊平峡ダム見

学デー」を開催しました。参加者に対して、ダ

ムが担っている役割をダム建設当時の映像を交

えて説明した後、函路を通って放流施設を間近

で実体験していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県にある長島ダムでは、長島ダム見学ツ

アーと湖面巡視体験を開催しました。また、射

的と木の実の工作、アドベンチャーウォーク、

ダム PR大使の方による展示会、クイズラリー、

ダムマニアの方によるウクレレ演奏等が行われ、

静岡県内外の方々にダムを身近に感じる１日を

過ごしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム見学ツアー（長島ダム） 

ダム見学（豊平峡ダム） 

アドベンチャーウォーク（長島ダム） 
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三重県にある蓮ダムでは、「1 日ダム探検」を

開催しました。午前２回、午後１回、各回それ

ぞれ３班に分かれ、ダムの役割を映像で学んだ

後、実際にエレベータでダム内部に移動し、巨

大な放流ゲートなどを見学。また、巡視船でダ

ム湖を周遊し、ダム湖に映る風光明媚な風景を

体験しながら、洪水時にダム湖に流れ込む流木

などを食い止める網場や水質浄化のための噴水

装置などを間近に見ていただきました。参加者

の多くは親子連れで、イベントを通じて、ダム

等を身近に感じる楽しい１日を家族で過ごして

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 放流イベント 

広島県にある温井ダムでは、中位標高放流設

備からの放流を行いました。最も放流を間近で

見る事ができる下流広場では、水しぶきを笑顔

で堪能する人もたくさんいて、夏の涼しい思い

出になっておりました。また、普段は閉鎖して

いるダム堤体横に設置している階段（通称「し

わい階段」）も開放し、481段の階段を昇り降り

していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県にある中筋川ダムでは、階段状の堤体

面の汚れを洗浄する「洗浄放水」は 3本のノズ

ルと 540 本の噴射ノズルから水を流すものであ

り、中筋川ダムの見所の一つとなっています。

森と湖に親しむ旬間にあわせ、毎週土曜日に洗

浄放水を実施し、暑い夏の１日に中筋川ダムの

涼しげな洗浄放水と自然豊かな景色の共演を楽

しんでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県にある岩屋ダムでは、「岩屋ダムロック

フィルダムフェス」を開催し、点検放流を行う

とともに、岩屋ダム建設時の映画上映や金山巨

石群案内ツアー及びコクチバスの駆除活動広報

等を行いました。ダム水源地域との上下流交流

を行い、 約 300 人の方が岐阜県内外から来場さ

れ、ダムを身近に感じる１日を過ごしていただ

きました。 

洗浄放水状況（中筋川ダム） 

見学状況（蓮ダム） 

湖面巡視体験（蓮ダム） 

放流状況（温井ダム） 
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福井県にある真名川ダムでは、合同見学会を

開催しました。真名川ダムでは、クレストゲー

ト見学、堤体内やゲート室の見学、ゲートから

放流管に溜まった水を抜く抜水放流見学、パネ

ル展示や普段は見ることが出来ない場所からダ

ムを体験できる VR 体験など、興味を持って頂け

るような見学会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 湖面活用イベント 

沖縄県にある金武ダムでは、「第８回金武ダム

まつり」にて、巡視船によるダム湖面遊覧やダ

ム堤内見学を実施しました。また、森林管理署

よる森林パネル展・丸太切り体験や地元観光

NPO によるカヌー体験、マングローブ観察会、

水牛車体験、ウォーターパーク等が行われまし

た。当日は天候にも恵まれ、町内外から 約

3,400 人の方が来場され、水の大切さやダムを

身近に感じる１日を過ごしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 国土交通省では、今後とも農林水産省等の関

係機関と連携しながら、全国の各地でダムと森

林の役割を人々に広く理解をしていただくため

の取り組みを推進・充実するとともに、限られ

た水資源の有効活用や水源地域活性化の推進を

図ってまいります。 
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ダム湖内遊覧（金武ダム） 

丸太切り体験（金武ダム） 

点検放流（岩屋ダム） 

ダム建設時の映画上映（岩屋ダム） 

放流見学（真名川ダム） 

ダム湖内遊覧（金武ダム） 
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令和６年度「土砂災害防止月間」の取り組みを終えて 
 

国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部 砂防計画課 

地震・火山砂防室 砂防情報係長  西館 嘉郎

 

はじめに 

 「土砂災害防止月間」は、毎年各地で頻発す

る土砂災害を鑑み、土砂災害に関する防災知識

の普及、警戒避難体制の整備促進等の運動を強

力に推進することにより、土砂災害防止に対す

る国民の理解と関心を深め、人命、財産の被害

の防止に資することを目的として実施していま

す。昭和 57 年の長崎豪雨災害を契機に、昭和

58 年度から実施しており、今回で 42 回目とな

りました。今年度も 6 月 1日から 6 月 30 日まで

の期間において、全国各地で様々な「土砂災害

防止月間」の取り組みが実施されましたので、

その内容をご紹介します。 

 

１．土砂災害防止「全国の集い」の開催 

 今年度の「全国の集い」は、6 月 6 日～7 日に

かけて国土交通省、広島県の主催で、広島県広

島市の広島文化学園ＨＢＧホールで開催し、全

国から約 1,100 名の方々に参加いただきました。 

 第 1 部の開催式典では、国土交通省の吉岡幹

夫技監（当時）、湯﨑英彦広島県知事、松井一實

広島市長より挨拶をいただきました。続いて土

砂災害防止功労者表彰式を行い、土砂災害防止

に関して顕著な功績があった個人３名を表彰し

ました。 

▽土砂災害防止功労者 

香月  智 様（元 防衛大学校 副校長） 

木村 正信 様（岐阜大学名誉教授） 

太田 好紀 様（前 五條市長） 

 第 2 部では、国土交通省砂防部より、「能登半

島地震における土砂災害とその対応について」

と題して、能登半島地震における土砂災害の状

況と国土交通省の対応について報告しました。 

 第 3 部では、作家の稲田幸久様から「土砂災

害がふるさとを襲った後の世界を生きていく」

と題して特別講演を行っていただきました。平

成 26 年広島土砂災害において幼なじみを亡く

した経験が諦めていた作家となる夢へ向かうき 

 

っかけとなったことや故郷が土砂に埋もれ変わ

り果てた姿となった経験を基に、歴史小説家の

視点から伝承の重要性について講演されました。 

 第 4 部では、「繰り返される土砂災害との闘い

～土砂災害の歴史や社会情勢の変化を踏まえた

今後の取り組みを考える～」をテーマにパネル

ディスカッションを行い、広島県で発生した過

去の土砂災害の実態等を振り返り、今後の対策

としてどのようなものが必要か、学識経験者、

住民、行政、それぞれの立場から活発な意見交

換が行われました。 

 

▽コーディネーター 

 松本 浩司 様(NHK 解説主幹） 

▽パネリスト 

 

 

 

 

▽コメンテーター 

 草野 愼一（国土交通省 砂防部長） 

 このほか、会場内において、全国の直轄砂防

事務所や各都道府県の土砂災害対策事例を紹介

するポスターセッションが開催され、全国各地

の取り組みが紹介されました。 

翌 7日には、平成 26 年 8 月広島土砂災害（八

木・緑井地区）の現場や広島市豪雨災害伝承館、

宮島の紅葉谷川庭園砂防設備等を巡る現地研修

会を実施しました。 

 

２．令和 6 年度「土砂災害・全国防災訓練～情

報の確認、早めの避難～」の実施 

 「土砂災害・全国防災訓練」は、平成 18年度

から毎年、土砂災害に対する避難体制の強化と

防災意識の向上を図るために、全国の土砂災害

警戒区域等において住民参加による実践的な訓

練を実施しています。 

 全国で延べ約 69,000 名に参加していただき、

海堀 正博 様(広島大学名誉教授) 

松井  憲  様(広島市豪雨災害伝承館 副館長) 

廣本 典子 様(元 広島市立矢野小学校 校長) 

平田  遼  様(広島県土木建築局砂防課長) 
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ハザードマップ等により土砂災害の危険性が高

い箇所及び避難経路の確認を行う避難訓練、土

砂災害に備えて避難情報の判断及び伝達や避難

場所開設を想定した総合的な防災訓練等を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．土砂災害警戒区域等の土砂災害の危険性が

高い箇所及び避難場所・避難経路等の周知・点

検の実施 

 土砂災害警戒区域等の土砂災害の危険性が高い

箇所及び避難場所・避難経路等を住民に周知するた

め、講習会等の開催、広報誌・市町村ホームページ

等への掲載、現地表示看板の設置等に取り組みまし

た。その際、土砂災害の危険性の理解促進のための

情報、避難により難を逃れた好事例の紹介など住民

自身による避難行動の重要性に関する理解促進の

ための情報、定められた避難所への避難が困難にな

った場合に近隣のより安全な場所へ避難する「次善

の策」の考え方等、住民自らが土砂災害から命を守

るための情報についても住民に説明を行いました。 

また、土砂災害防止月間中に全国で約 4,400

箇所の土砂災害の危険性が高い箇所や約 220 箇

所の避難場所、約 150 箇所の避難経路の点検を

行い、延べ約 11,000 名に参加していただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．要配慮者利用施設における説明会等の開催 

平成 29 年 5 月の土砂災害防止法が改正され、

要配慮者施設の管理者に対し避難確保計画の策

定と避難訓練の実施が義務化されました。これ

に伴い、都道府県職員が社会福祉施設などの要

配慮者利用施設に対しての説明、施設利用者が

安全に避難するための避難確保計画の策定等に

関する説明を各地で行っています。 

今年度の土砂災害防止月間中には約 420 施設

に対して土砂災害の危険性を周知する説明会等

を開催しました。また、約 560 施設において避

難確保計画の作成、避難訓練の実施等に係る支

援・助言を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハザードマップ等による避難場所や避難経路等の確認
（静岡県河津町） 

避難所開設訓練（埼玉県長瀞町） 

関係機関合同での危険な箇所のパトロール 
（山梨県北杜市） 

要配慮者利用施設の避難訓練実施状況 
（佐賀県玄海町） 

治 水 第８３９号 令和６年９月１８日             

7



 

５．砂防設備等の点検及び砂防指定地等の周

知・点検の実施 

 砂防設備、急傾斜地崩壊防止施設及び地すべ

り防止施設の定期巡視点検及び安全利用に資す

る点検を関係機関やボランティア等と連携して

実施しました。 

今年度は約 13,000 施設の点検を行い、延べ約

3,600 名が参加しました。点検結果を踏まえ、

老朽化した施設の修繕や砂防指定地看板の交換、

倒木の撤去、転落防止柵の補修等を実施すると

ともに、砂防指定地等の周知・点検も行い、本

格的な出水期に備えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．住民、教育関係者、小中学生等を対象とし

た講習会・体験会等の開催 

 土砂災害の現状や的確な避難行動をとるため

の知識を普及することを目的に、ハザードマッ

プや土砂災害警戒情報等を活用した実践的な防

災教育、啓発を行うための講演会・体験会等を

開催し、約 28,000名に参加していただきました。 

また、土砂災害を防止するために学校教育の果

たす役割が重要であるため、小中学生等を対象

とした見学会等が各地で開催され、土砂災害か

ら命を守るための方法や砂防設備の役割等を学

んでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．土砂災害対策の取り組み事例等に関する広

報活動の実施 

 土砂災害の記録や教訓、土砂災害を防止する

ためのハード・ソフト両面の取り組み、その他、

土砂災害防止月間での行事内容についての広報

を実施しました。多様な世代層への普及も念頭

に、講演会や現地見学等による講義、都道府県・

市町村広報誌への掲載、新聞、テレビ、ラジオ、

パネル展示、SNS 等の多種多様な媒体を通じて

積極的に実施し、土砂災害の恐ろしさや砂防事

業の取り組み、土砂災害から身を守るための早

めの避難行動や日頃からの備え等について周知

を行いました。 

 

 

 

治 水 第８３９号 令和６年９月             

砂防堰堤の設備点検（青森県中泊町） 

小学生を対象とした砂防堰堤の見学会 
（長野県軽井沢町） 

土石流の模型を使った出前講座 
（熊本県五木村） 
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おわりに 

 今年度も土砂災害防止月間において、各種点

検や避難訓練、説明会等に多くの方々に参加い

ただくとともに、新聞やテレビ、ラジオ、SNS

等の各種メディアを用いた積極的な広報活動も

実施することで、土砂災害に対する防災意識向

上につながったと思われます。 

 毎年多くの土砂災害が発生している現状を踏

まえると、砂防設備等の整備だけでなく、日頃

から行政、専門家、ボランティア、地域住民が

連携して警戒避難体制を強化していくことによ

り、実効性のある土砂災害対策を推進し、「いの

ち」と「くらし」を守っていく必要があります。

さらに、土砂災害防止月間の取り組みをはじめ、

土砂災害防止に向けた活動を継続的に行うこと

で防災意識を向上させ、土砂災害による犠牲者

ゼロを目指していくことが重要です。 

 引き続き、皆様のご理解、ご協力をお願いし

ます。

治 水 第８３９号 令和６年９月             

商店街での防災パネルの展示（熊本県熊本市） 

地域の生活情報誌による広報（鳥取県） 
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